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在
郷
軍
人
会
の
地
域
社
会
に
お
け
る
確
立
過
程
に

つ
い
て 

―
―
若
松
支
部
資
料
を
事
例
と
し
て 

 

 

猪 

巻 
 

恵 

A
bstract    

 
A

s for this research, it is analyzing the trend of the local 

veterans' 
association 

and 
the 

young 
m

en 
in 

Fukushim
a 

Prefecture A
izu area in the early stages of the Taisho Era. 

 
The local veterans' association is the organization w

hich 

w
as established after the R

usso-Japanese W
ar. 

 
Then, it w

as the one w
hich trains a young m

en in the local 

com
m

unity. 

 
The fact that the education w

as insufficient in the m
em

bers 

in A
izu area after analyzing based on the local veterans' 

association m
aterial in A

izu area.  

 In 
the 

future, 
to 

study 
m

ainly 
the 

m
onograph 

of 
the 

legionnaire is a problem
. 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
在
郷
軍
人
会 

『
会
報
』 

地
域
社
会 

 

 

は
じ
め
に 

 

本
稿
で
は
、
大
正
初
期
の
兵
役
義
務
を
担
う
地
域
青
年
層
と
在
郷
軍
人
の

実
態
を
地
域
支
部
の
資
料
（
帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
『
会
報
』）
を
通
し

て
検
討
し
、
こ
れ
に
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
在
郷
軍
人
会
が
ど
の
よ
う
に
対
応

し
、
そ
の
指
導
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
基
に
大
正
初
期
に
お
け
る
地
域
社
会
変
容
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。 

 
   一 

在
郷
軍
人
会
組
織
と
地
域
社
会 

 

（
一
）
地
域
社
会
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
成
立
の
前
提 

 

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
陸
軍
省
の
指
導
下
に
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
日
露
戦
争
の
経
験
か
ら
、
戦
時
に
動
員
さ
れ
る
在

郷
軍
人
の
質
的
維
持
と
、「
良
民
良
兵
」
思
想
を
背
理
と
し
た
国
民
の
「
教
化
」

を
目
的
と
し
て
い
た
。
ま
た
同
年
発
せ
ら
れ
た
「
在
郷
軍
人
へ
の
勅
語
」
で

は
、
在
郷
軍
人
に
「
軍
事
能
力
の
増
進
」
と
「
忠
良
の
臣
民
」
た
る
べ
き
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
役
兵
と
し
て
動
員
兵
力
の
主
力
を
負
う

若
年
層
男
子
に
対
し
て
、
軍
事
化
の
促
進
と
浸
透
を
、
そ
の
使
命
の
ひ
と
つ

と
し
て
い
た
。 

 

地
域
社
会
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
の
活
動
を
論
じ
る
前
提
と
な
る
、
連
隊

が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

福
島
県
会
津
地
域
の
中
心
地
若
松
市
は
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
兵



現代社会文化研究 No.31 2004年 11月 

 （2）

営
建
設
の
請
願
書
を
大
山
巌
陸
相
に
提
出
す
る
。
連
隊
設
置
運
動
は
同
地
域

が
藩
政
期
以
来
の
「
尚
武
」
の
地
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
日
本
海
側
へ
の
軍
事

拠
点
と
し
て
の
重
要
性
を
根
拠
と
し
て
運
動
を
す
す
め
た
。
第
二
師
団
管
下

に
あ
っ
た
同
地
域
は
連
年
、
各
連
隊
が
会
津
地
域
で
演
習
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
実
績
も
あ
り
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）、
再
び
若
松
市
会
に
お
い
て

兵
営
設
置
請
願
決
議
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
翌
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
○
）、

佐
治
幸
平
ら
地
元
選
出
議
員
等
の
陸
軍
へ
の
働
き
か
け
に
よ
り
若
松
へ
の
連

隊
設
置
が
決
定
さ
れ
た(

1)

。
こ
れ
ら
会
津
地
域
に
お
け
る
連
隊
誘
致
運
動
の

展
開
は
、
地
域
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
日
露
戦
争
に
よ
り
増
設
さ
れ
た
仙
台
の
歩

兵
六
十
五
連
隊
が
若
松
市
へ
の
入
営
を
完
了
し
た
。
同
時
に
会
津
地
域
に
お

け
る
在
郷
軍
人
会
の
活
動
が
顕
在
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
二
）
在
郷
軍
人
会
組
織
の
形
態 

 

在
郷
軍
人
会
組
織
は
、
上
意
下
達
の
命
令
系
統
を
有
し
て
い
た
。
中
央
の

本
部
を
頂
点
と
し
て
各
地
域
連
隊
ご
と
に
支
部
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
郡

市
単
位
で
組
織
さ
れ
る
連
合
分
会
、
大
字
単
位
で
の
分
会
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
在
郷
軍
人
団
体
の
指
導
監
督
に
あ
た
る
の
が
地
域
に
駐
屯
す
る

各
師
団
・
連
隊
で
あ
っ
た
。 

 

在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
に
お
け
る
担
当
地
域
は
、
福
島
県
下
の
会
津
地
域

及
び
中
通
り
地
域
を
管
下
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
若
松
に
連
隊
区
司
令
部
を

置
い
た
第
六
十
五
連
隊
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
時
の
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
に
お
け
る
会
員
実 

                       
表１：第六十五連隊管区の郡市別会員数と財産等（1913）

正会員数 名誉会員数 特別会員数 分会収入 不動産その他

若松市 625 87
北会津郡 899 2 31 1,181
耶麻郡 3,619 42 3,004 杉4500本、山林0.2517a
河沼郡 1,203 139 2,908 軍銃54丁
大沼郡 1,212 94 2,372 原野0.1a畑0.1a山林0.17a
南会津郡 923 14 551
岩瀬郡 1,243 75 734
西白河郡 1,167 3 54 837
東白川郡 1,058 3 122 2,067 射撃場１
石川郡 955 1 16 1,195 軍銃37丁、造林0.5a,山林0.17a、種馬１
田村郡 3,031 8 108 2,738 畑0.17a、桑木1000本
安積郡 1,453 74 1,213 桑園0.17a、軍銃16丁
安達郡 2,960 9 100 1,551
合計 20,348 26 869 20,438

帝国在郷軍人会会津若松支部『会報』第１号P5-6を基に作成
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勢
は
、
正
会
員
・
名
誉
会
員
・
特
別
会
員
あ
わ
せ
て
約
二
万
人
に
達
し
て
い

た(
2)

。  
若
松
支
部
に
お
け
る
幹
部
役
員
は
陸
軍
歩
兵
中
佐
の
福
田
彦
助
以
下
、
将

校
以
上
の
軍
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
名
誉
会
員
は
直
接
若
松
支
部
の
指

導
監
督
に
あ
た
る
第
六
十
五
連
隊
長
以
下
連
隊
幹
部
と
、
直
属
の
上
級
部
隊

で
あ
る
第
三
旅
団
長
、
第
二
師
団
参
謀
長
そ
し
て
若
松
衛
戍
病
院
長
が
推
挙

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
会
員
の
多
く
は
福
島
県
知
事
以
下
の
県
幹
部
と

各
郡
市
長
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
郡
及
び
市
単
位
で
の
連
合
分
会
で
は
在

郷
将
校
及
び
下
士
官
出
身
者
が
幹
部
を
占
め
て
い
た
。
末
端
に
位
置
す
る
町

村
の
分
会
で
は
下
士
官
以
上
の
在
郷
軍
人
が
い
な
い
場
合
、
上
等
兵
・
一
等

兵
経
験
者
な
ど
の
兵
ク
ラ
ス
が
分
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

 

二 

大
正
初
期
の
地
域
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
の
活
動
に
つ
い
て 

  

大
正
初
期
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
の
活
動
と
し
て
簡
閲
点
呼
を
手
が
か
り

と
し
て
、
町
村
分
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
在
郷
軍
人
の
動
向
と
実
態
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。 

 

在
郷
軍
人
に
は
予
備
・
後
備
役
該
当
者
の
義
務
と
し
て
の
簡
閲
点
呼
が
存

在
し
た
。
こ
れ
は
陸
海
軍
に
属
す
る
予
備
・
後
備
役
に
属
す
る
軍
人
を
召
集

し
て
、
点
検
・
査
閲
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
法
的
に
は
兵
役
法
に
よ
り
規
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
係
す
る
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
の
資
料

か
ら
在
郷
軍
人
一
般
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。 

 

在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
は
各
分
会
に
対
し
て
「
簡
閲
点
呼
ニ
際
シ
分
会
ノ 

                       

表２：在郷軍人会若松支部役員・名誉会員・特別会員（１９１４）
支部役員 名誉会員 特別会員

役職 兵科 官位 氏名 職名 官位 氏名 職名 氏名
支部長 歩兵 中佐 福田彦助 歩兵第三旅団長 少将 五十嵐弘太郎 福島県知事 太田政弘
支部副長 軍医 二等軍医正 佐瀬恒寿 第二師団参謀 大佐 野沢悌吾 福島県内務部長 財部実秀
支部理事 歩兵 大尉 水島顕 第六十五連隊長 大佐 山内正生 福島県警察部長 安達宅次
支部理事 歩兵 中尉 林清五 第六十五連隊附 中佐 松田直三郎 福島県理事官 更級熊彦
支部監事 歩兵 中尉 田巻忠佐 第六十五連隊附 中佐 稲垣清 福島県理事官 真船民伊
支部監事 砲兵 少尉 弓田為 第六十五連隊附 少佐 倉橋泰量 福島県理事官 加藤逸次
支部評議委員工兵 少尉 千葉悌三郎 第六十五連隊大隊長少佐 芳野二郎 福島県理事官 遠藤不二彦
支部評議委員歩兵 大尉 山口左司馬 第六十五連隊大隊長少佐 土方清 福島県警視 常賀松之助
支部評議委員歩兵 大尉 八田宗吉 第六十五連隊大隊長少佐 井上璞 若松市長 秋山清八
支部評議委員軍医 一等軍医 細堀禎次郎 第二師団副官 少佐 中田政信 北会津郡長 松本時正
支部評議委員歩兵 中尉 渡辺貞次 若松衛戍病院長 三等軍医正 宮崎武治 耶麻郡長 酒井富三郎
支部評議委員歩兵 中尉 佐治俊六 河沼郡長 水野寅三郎
支部評議委員歩兵 中尉 白井栄一 大沼郡長 平田富資
支部評議委員歩兵 中尉 星野伝造 南会津郡長 橋本武敏
支部評議委員歩兵 中尉 長峰丹治 岩瀬郡長 橋本藤太
支部評議委員歩兵 中尉 山浦八弥 西白河郡長 丸野実行
支部評議委員歩兵 少尉 渡部芳蔵 東白川郡長 原田一忠
支部評議委員歩兵 少尉 山口弥五右衛門 石川郡長 芳野勝

田村郡長 石部豊
安積郡長 小田原勇角
安達郡長 佐瀬剛

帝国在郷軍人会若松支部『会報』大正三年度各号より作成
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採
ル
ベ
キ
処
置
」(

3)

と
し
て
各
分
会
に
以
下
の
よ
う
な
通
達
を
行
っ
て
い
る
。

多
く
は
簡
閲
点
呼
の
準
備
に
つ
い
て
、
会
員
の
集
合
や
時
刻
の
厳
守
と
い
っ

た
事
項
で
あ
る
。
ま
た
参
会
者
の
服
装
及
び
徽
章
等
の
着
用
に
つ
い
て
の
規

定
が
細
部
に
わ
た
っ
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。
点
呼
に
際
し
て
出
席
す
る
在
郷

軍
人
は
、
出
頭
時
の
服
装
規
定
と
し
て
「
陸
海
軍
准
士
官
以
上
ハ
通
常
礼
装

又
下
士
以
下
ニ
在
テ
ハ
質
素
ニ
シ
テ
適
当
ノ
礼
意
ヲ
表
ス
ル
服
装
」(

4)

と
さ

れ
、
そ
れ
以
外
の
服
装
で
は
「
華
美
ヲ
避
ケ
職
分
相
当
」
と
し
て
い
た
。「
勲

章
徽
章
ノ
佩
用
」
と
し
て
、
在
郷
軍
人
会
徽
章
を
着
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
た
。
こ
れ
は
在
郷
軍
人
会
の
『
会
報
』
に
お
い
て
も
、
繰
り
返
し
強

調
さ
れ
て
い
る
。 

 

簡
閲
点
呼
の
会
場
は
「
点
呼
場
所
在
ノ
市
町
村
長
」
が
準
備
す
る
も
の
と

さ
れ
、
小
学
校
等
が
会
場
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、「
官
民
有
力
者
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
「
学
校
職
員
地
方
官
公
吏
神
官

僧
侶
其
ノ
他
分
会
特
別
会
員
」
の
点
呼
場
へ
の
臨
席
は
、
地
方
の
有
力
者
に

対
し
「
軍
隊
教
育
ノ
実
見
」
と
「
会
員
ヲ
シ
テ
益
々
ノ
自
重
心
」
を
喚
起
さ

せ
る
機
会
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

 

簡
閲
点
呼
の
当
日
に
は
、
会
場
に
町
村
分
会
ご
と
に
整
列
し
、
分
会
旗
を

先
頭
に
分
会
長
以
下
階
級
順
に
整
列
し
た
。
兵
種
で
は
歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
・

工
兵
・
輜
重
・
経
理
部
・
衛
生
部
、
次
い
で
砲
兵
輸
卒
・
輜
重
輸
卒
が
位
置

し
た
。 

 

簡
閲
点
呼
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
各
有
力
者
の
参
列
が
あ
り
、
一
般
の

参
観
者
の
入
場
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
簡
閲
点
呼
は
地
域
社
会
に
対
し
て
軍

部
及
び
在
郷
軍
人
会
の
威
信
を
示
す
機
会
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

各
会
員
に
対
す
る
在
郷
軍
人
会
有
す
る
威
信
の
浸
透
度
合
い
を
示
す
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
簡
閲
点
呼
時
に
お
け
る
在
郷
軍
人
出
頭
者
の
服
装
に
つ

い
て
見
て
み
た
い
。
項
目
と
し
て
「
軍
服
着
用
」、「
軍
服
（
和
服
）
以
外
の

礼
服
」、「
紋
付
・
羽
織
袴
」、「
礼
服
外
の
洋
服
」、「
紋
付
・
羽
織
の
み
」、「
紋

無
し
の
羽
織
袴
着
用
」、「
紋
無
し
の
羽
織
の
み
着
用
」、「
袴
の
み
」、「
羽
織
・

袴
着
用
無
し
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
簡
閲
点
呼
参
加
者
の
総
数
は
一
三
六

〇
一
名
で
あ
る
。 

 

各
項
目
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
軍
服
の
着
用
は
准
士
官
以
上
と
さ
れ
て

い
る
が
、
点
呼
参
加
者
中
、
軍
服
着
用
は
五
五
三
名
と
全
体
の
四
％
に
過
ぎ

な
い
。
比
較
し
て
多
数
を
占
め
る
の
は
紋
付
羽
織
袴
着
用
者
の
一
〇
九
六
五

名
で
あ
り
、
全
体
の
八
一
％
を
占
め
る
。
無
紋
の
羽
織
袴
着
用
者
の
一
一
五

六
名
（
全
体
の
八
％
）
を
合
計
す
る
と
全
体
の
九
〇
％
が
こ
れ
ら
和
装
礼
服

の
着
用
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

簡
閲
点
呼
時
の
和
装
の
着
用
は「
礼

意
ヲ
表
ス
ル
服
装
」
の
規
定
か
ら
も
許
容
さ
れ
て
い
る
が
、
参
加
時
の
着
用

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
在
郷
軍
人
会
の
徽
章
の
佩
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
見
て
み
た
い
。「
簡
閲
点
呼
執
行
時
に
お
け
る
調

査
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
五
年
次
の
簡
閲
点
呼
参
加
者
中
、
半
数
を
上
回
る

在
郷
軍
人
が
徽
章
の
不
着
用
者
で
あ
っ
た
。
北
会
津
郡
下
の
各
町
村
の
徽
章

非
着
用
者
は
四
六
三
名
で
非
着
用
者
が
多
数
で
あ
っ
た
。
北
会
津
郡
内
で
も

格
差
が
あ
り
、
若
松
市
に
隣
接
す
る
一
箕
、
町
北
、
高
野
な
ど
の
町
村
で
は

徽
章
非
着
用
者
は
皆
無
で
あ
り
、
逆
に
大
戸
、
湊
、
神
指
、
川
南
な
ど
農
村

部
に
属
す
る
町
村
で
は
徽
章
非
着
用
者
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

在
郷
軍
人
分
会
へ
の
非
入
会
者
は
北
会
津
郡
で
は
門
田
村
の
四
名
、
川
南
村 
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の
二
名
存
在
し
て
い
る
。「
諸
動
作
不
良
」
の
項
目
で
も
会
員
数
の
約
五
〇
〜

五
％
を
占
め
る
。
こ
れ
は
簡
閲
点
呼
時
に
お
け
る
行
動
に
つ
い
て
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
統
計
は
各
分
会
ご

と
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
北
会
津
郡
東
山
村
の
よ
う
に
大
雑

把
な
報
告
も
あ
る
が
、
町
村
ご
と
の
各
分
会
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
在
郷
軍
人
会
の
指
導
下
は
若
松
市
の
よ
う
な
都
市
部

で
は
不
徹
底
な
状
況
が
地
域
ご
と
に
見
ら
れ
た
。 

 

在
郷
軍
人
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
戦
友
』
の
代
金
未
払
い
に
つ
い
て
、
若

松
支
部
は
『
会
報
』
上
で
未
払
い
の
分
会
名
を
掲
載
し
て
い
る
。『
戦
友
』
は

義
務
購
読
と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
購
読
費
用
は
集
金
郵
便
で
徴
収
し
て
い
た
。

別
表
は
若
松
支
部
管
内
町
村
各
分
会
の
購
読
費
用
未
払
い
の
一
覧
で
あ
る
。

未
払
い
分
会
が
最
多
は
耶
麻
郡
の
八
町
村
で
、
三
円
以
上
の
未
払
い
が
三
分

会
あ
る
。
安
積
郡
内
は
六
町
村
で
三
円
以
上
が
三
分
会
で
あ
っ
た
。
未
払
い

金
額
が
最
も
少
な
い
の
は
南
会
津
郡
で
、
未
払
い
金
額
も
一
．
五
三
円
で
あ

っ
た
。 

 

三 

徴
兵
検
査
及
び
地
域
壮
丁
の
実
状
に
つ
い
て 

  
徴
兵
さ
れ
る
若
者
は
壮
丁
と
呼
称
さ
れ
、
陸
軍
を
中
心
に
現
役
兵
士
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
将
来
の
在
郷
軍
人
会
活
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
彼
ら

壮
丁
の
動
向
は
軍
部
及
び
在
郷
軍
人
会
に
と
り
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ま

た
徴
兵
事
務
の
一
部
を
在
郷
軍
人
会
が
分
担
し
て
い
た
。
大
正
初
期
に
お
け

る
六
十
五
連
隊
管
区
の
被
徴
兵
者
の
実
状
と
若
松
支
部
幹
部
レ
ヴ
ェ
ル
で
ど

表 3: 各郡市別簡閲点呼時の服装調査（1914） 
郡市＼年度 軍服着用 洋装礼服 紋付羽織袴 礼服外洋服 紋付羽織のみ 無紋羽織袴 無紋羽織のみ 袴のみ その他 

若松市 8 1 366 22 0 138 3 27 2 

北会津郡 10 2 600 3 1 4 47 5 1 

耶麻郡 21 1 1,224 12 2 117 130 19 1 

河沼郡 28 2 770 4 1 25 78 10 2 

大沼郡 36 2 688 8 0 10 76 3 1 

南会津郡 125 0 491 2 0 3 34 1 0 

岩瀬郡 20 1 691 6 10 123 43 5 1 

西白河郡 26 3 751 20 5 237 27 2 2 

東白川郡 43 0 737 3 3 55 18 0 0 

石川郡 33 7 579 1 5 131 2 2 2 

田村郡 115 5 1,657 10 8 35 80 4 2 

安積郡 26 4 849 9 3 82 132 2 2 

安達郡 62 1 1,560 14 7 196 9 4 0 

計（名） 553 29 10,963 114 45 1,156 679 84 16 
                        帝国在郷軍人会若松支部『会報』大正三年各号より作成 
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の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。 

 
六
十
五
連
隊
管
区
の
徴
兵
検
査
（
一
九
一
四
年
）
に
つ
い
て
の
論
説
と
し

て
、
在
郷
軍
人
会
支
若
松
部
長
で
あ
る
福
田
中
佐
に
よ
る
「
徴
兵
検
査
所
所

感
ノ
一
班
」(

5)

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
福
田
は
被
徴
兵
者
で
あ
る
連
隊
管
区

壮
丁
の
特
質
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。 

 

「
一
、
壮
丁
ノ
体
格
」
で
は
若
松
連
隊
区
に
お
け
る
壮
丁
の
身
長
に
比
し

て
体
重
が
減
少
し
「
体
質
蒲
柳
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
壮
丁
の
戦

時
動
員
兵
力
の
素
質
と
し
て
「
戦
慄
ヲ
感
ズ
」
と
し
て
い
る
。
別
表
は
一
九

一
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
壮
丁
の
身
長
及
び
体
重
に
つ
い
て
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
福
田
中
佐
の
分
析
し
た
よ
う
に
微
減
で
あ
る
が
身
長
低
下
と

体
重
減
が
見
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
会
津
地
域
郡
市
出
身
者
の
体
格
が
良
好

で
あ
り
、
中
で
も
南
会
津
郡
出
身
者
が
高
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
通

り
地
域
の
各
郡
出
身
者
の
体
格
は
会
津
に
比
較
し
て
相
対
的
に
低
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
身
長
低
下
等
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
福
田
分
析
で
の
言
及
は
な

い
。 

 

「
二
、
壮
丁
ノ
学
力
」
で
は
尋
常
小
学
校
卒
業
者
が
甲
種
合
格
の
最
多
を

占
め
て
お
り
、
中
学
卒
業
者
で
は
乙
種
、
高
等
学
校
卒
業
者
で
は
丙
種
が
「
通

常
ノ
如
シ
」
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
無
学
者
」
及
び
「
稍
ゝ
読
算
シ

得
ル
者
」
中
の
合
格
者
は
丙
種
が
最
高
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

「
三
、
合
格
者
ト
貧
富
等
級
」
の
項
で
は
、
農
村
部
と
都
市
部
の
出
身
者

を
比
較
と
し
て
、「
兵
役
義
務
ノ
負
担
力
農
村
ニ
重
ク
市
街
部
ニ
軽
キ
」
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
農
村
出
身
の
壮
丁
の
「
体
格
」
は
資
産
状
況
と
比
例
し
、

都
市
出
身
者
で
は
逆
に
反
比
例
す
る
こ
と
を
述
べ
、
兵
役
義
務
の
都
鄙
間
格 
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差
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

 
「
四
、
受
験
壮
丁
思
潮
ノ
一
般
」
と
し
て
、
徴
兵
検
査
に
対
し
て
の
忌
避

的
行
為
に
つ
い
て
は
減
少
を
見
て
い
る
が
、
中
学
校
卒
業
者
以
上
の
教
育
程

度
の
比
較
的
高
い
受
験
者
ほ
ど
「
服
役
ヲ
欲
セ
ザ
ル
ノ
」
風
が
強
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
農
村
出
身
者
の
受
験
者
の
多
く
は
「
素
質
良
好
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
村
出
身
者
の
「
一
般
的
須
要
ナ
ル
常
識
」
に
つ
い
て
は
低
度
で

あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
教
育
に
関
し
て
地
域
社
会
に
お
け
る
青
年
会

活
動
を
通
し
て
の
「
感
化
」
が
不
十
分
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。 

 

衛
生
思
想
の
知
識
に
つ
い
て
「
蒙
昧
」
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
受
験
壮
丁

中
の
花
柳
病
（
性
病
）・
ト
ラ
ホ
ー
ム
罹
患
者
の
減
少
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、

花
柳
病
罹
患
者
に
占
め
る
職
業
の
割
合
に
お
い
て
神
職
及
び
僧
侶
か
ら
の
受

験
者
に
占
め
る
割
合
が
「
比
較
的
多
数
」
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。 

 

「
五
、
徴
集
成
績
ト
在
郷
軍
人
会
」
で
は
一
項
か
ら
四
項
ま
で
を
総
括
し

て
、「
我
国
ノ
軍
隊
ガ
欧
州
強
国
軍
ト
対
峙
」
す
る
に
際
し
、
在
郷
軍
人
会
の

取
る
べ
き
壮
丁
へ
の
感
化
活
動
と
し
て「
青
年
ノ
体
力
増
進
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
」、

「
青
年
ノ
娯
楽
趣
味
ヲ
尚
武
的
遊
戯
ニ
指
向
セ
シ
ム
コ
ト
」、「
現
役
志
願
者

及
陸
海
軍
出
身
希
望
者
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト
」、「
在
郷
軍
人
会
ノ
活
動
範
囲
ヲ

逐
次
拡
充
ス
ル
コ
ト
」
以
上
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

「
六
、
結
論
」
と
し
て
、
徴
兵
検
査
に
お
け
る
受
験
壮
丁
の
「
素
質
比
年

低
下
」
の
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
分
析
結
果
を
示
し
て
い
る
。
受
験
壮
丁

の
大
半
が
「
貧
富
等
級
ニ
於
テ
中
等
以
下
」
の
階
層
に
属
し
て
お
り
、
ま
た
、

学
力
は
「
尋
常
小
学
校
若
ク
ハ
其
以
下
」
の
学
歴
に
止
ま
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
農
村
部
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、彼
ら
を
し
て「
軍

隊
ハ
恰
モ
下
層
民
族
ノ
集
団
」と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
福
田
中
佐
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
別
表
で
あ
る
。
徴

兵
検
査
の
甲
乙
丙
丁
別
の
合
格
者
を
「
貧
富
程
度
」
と
し
て
上
中
下
に
分
類

し
て
い
る(

6)

。 

六
十
五
連
隊
管
下
の
壮
丁
中
生
活
程
度「
上
」に
属
す
る
者
の
総
計
は
一
六
．

一
三
％
で
、「
中
」
の
三
五
．
五
九
％
、「
下
」
は
四
八
．
二
三
％
約
半
数
近

く
を
占
め
る
。
現
役
兵
と
し
て
直
接
の
徴
兵
対
象
者
と
な
る
甲
種
合
格
者
に

占
め
る
割
合
も
「
上
」
四
．
六
七
％
、「
中
」
一
〇
．
〇
六
％
、「
下
」
一
三
．

七
七
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
で
軍
隊
生
活
を
経
て
兵
役
義
務
を
終
え
よ
う
と
す
る
兵
士
達
の
状
況

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
額
の
金
銭
保
持
者
と
土
産

物
の
購
入
状
況
と
し
て
、
第
二
師
団
所
属
の
第
六
十
五
、
第
二
十
九
、
第
四
、

第
三
十
二
の
各
連
隊
で
は
各
種
調
査
を
行
っ
て
い
る
。（
図
）
除
隊
時
に
取
り

寄
せ
ら
れ
た
所
持
金
の
総
額
は
第
四
連
隊
（
仙
台
）
が
二
七
八
二
円
と
最
多

で
あ
り
、
第
六
十
五
連
隊
（
若
松
）
は
一
八
二
五
円
と
、
こ
れ
に
次
い
で
い

る
。
多
額
所
持
金
の
保
有
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
除
隊

時
に
お
け
る
土
産
物
の
購
入
額
は
、
第
三
十
二
連
隊
（
山
形
）
の
一
四
三
五

円
に
第
六
十
五
連
隊
の
一
二
八
九
円
が
多
く
、
仙
台
に
根
拠
を
置
く
第
四
、

第
二
十
九
連
隊
は
二
〜
三
〇
〇
円
台
に
止
ま
る
。
土
産
物
の
内
訳
は
除
隊
を

記
念
し
て
の
木
杯
や
手
拭
い
が
大
半
で
、
一
部
に
婦
人
用
品
、
石
鹸
な
ど
の

雑
貨
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
六
十
五
連
隊
の
消
費
額
が
最
も
多
い
の
は
被
服

調
製
額
の
二
七
三
七
円
で
、
帽
子
・
襦
袢
・
下
駄
等
の
購
入
に
充
て
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
多
額
の
所
持
金
保
有
者
に
対
し
て
「
在
隊
間
酒
色
ニ
浪
費
シ 
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金
銭
ヲ
浪
費
シ
数
度
ノ
訓
戒
モ
充
分
ナ
ラ
ザ
ル
」
と
し
て
お
り
、
土
産
物
・

被
服
調
製
に
つ
い
て
は
「
土
産
物
其
他
ノ
他
ニ
費
消
ス
ル
金
額
頗
ル
多
額
」、

「
除
隊
者
ノ
服
装
今
尚
華
美
ニ
流
ル
」
と
除
隊
者
の
傾
向
に
つ
い
て
批
判
し

て
い
る
。 

 

在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
長
福
田
中
佐
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
方
策
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
日
露
戦
争
時
に
よ

る
大
量
の
兵
士
動
員
に
よ
っ
て
多
数
の
「
既
教
育
兵
」
が
存
在
し
て
い
る
は

ず
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
地
域
社
会
に
お
け
る
資
産
家
・
名
望
家
も
多
数
存

在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
名
望
家
層
に
対
し
、
戦
時
中
に
醸
成
さ
れ

た
「
軍
人
的
緝
睦
ニ
情
念
」
に
依
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

四 

地
域
社
会
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
の
対
応 

  

前
章
に
お
け
る
統
計
か
ら
は
、
地
域
社
会
で
の
徴
兵
対
象
者
で
あ
る
青
年

層
や
一
般
在
郷
軍
人
の
動
向
は
、
在
郷
軍
人
会
の
志
向
す
る
方
向
性
と
は
異

な
る
状
況
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
在
郷
軍
人
会
支
部
レ
ヴ
ェ
ル
で

の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
地
域

社
会
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
の
微
視
的
活
動
か
ら
の
検
討
を
お
こ
な
う
。 

 

 
（
一
）
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
『
会
報
』 

 

在
郷
軍
人
会
に
よ
る
冊
子
で
あ
る
『
会
報
』
の
有
す
る
性
格
に
つ
い
て
分

析
し
た
い
。
在
郷
軍
人
会
は
同
会
機
関
誌
と
し
て
雑
誌
『
戦
友
』
を
発
行
し

て
い
た
。『
会
報
』
は
、『
戦
友
』
と
そ
の
性
格
及
び
機
能
を
異
に
す
る
も
の

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

％

帝国在郷軍人会若松支部『会報』明治四四年～大正三年各号より作成

グラフ１：65連隊管区壮丁徴兵検査時花柳病罹患率（1912ｰ14)

１９１２年 3.59 1.19 0.98 0.91 0.78 0 0.43 1.35 0.79 1.32 0.8 1.15 0.31

１９１３年 5.4 4.5 5.03 8.81 9.04 4.53 1.29 5.26 2.75 3.5 2.4 1.55 1.26

１９１４年 5.8 2.31 3.1 5.23 4.88 4.81 1.46 3.99 1.86 1.8 2.09 3.64 1.35

若
松

北
会

耶
麻

河
沼

大
沼

南
会

岩
瀬

西
白

東
白

石
川

田
村

安
積

安
達

図１：65 連隊管区壮丁徴兵検査時花柳病罹患率（1912-14） 
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で
あ
っ
た
。
同
誌
は
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
大
正
期
に

発
行
さ
れ
て
い
る
発
刊
第
一
号
か
ら
御
即
位
記
念
号
の
通
算
十
五
号
に
お
い 

て
は
、
そ
の
壮
丁
等
に
多
少
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
会
報
』
に
お
け
る
内
容
は
大
別
す
る
と
「
諸
達
通
牒
」「
支
部
通
牒
」「
記

事
」「
付
録
」
の
四
つ
の
大
き
な
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
「
会
報
発
行

の
主
旨
」
に
は
、
目
的
と
し
て
同
支
部
と
管
下
の
分
会
と
の
連
絡
を
密
に
す

る
旨
を
第
一
と
し
て
お
り
、
同
会
機
関
誌
『
戦
友
』
の
代
用
物
で
は
な
い
こ

と
、
支
部
か
ら
本
部
に
報
告
す
べ
き
諸
調
査
に
つ
い
て
各
分
会
の
回
答
を
速

や
か
に
す
べ
き
こ
と
、
本
紙
は
管
内
の
各
分
会
と
関
係
官
衙
・
軍
隊
に
限
定

し
て
配
布
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。 

 

ま
た
注
意
と
し
て
「
本
会
報
中
諸
達
通
牒
欄
内
本
部
通
牒
支
部
通
牒
は
分

会
に
対
し
当
部
よ
り
通
牒
を
発
す
る
代
り
な
れ
ば
必
ず
精
読
し
会
員
に
通
達

す
べ
き
こ
と
は
勿
論
調
査
回
答
を
要
す
る
事
項
は
機
を
失
せ
ず
夫
々
処
理
せ

ら
る
ゝ
様
充
分
注
意
あ
り
た
し(

7)

」
と
分
会
幹
部
を
通
じ
て
通
達
等
を
各
会

員
に
周
知
せ
し
め
、
支
部
か
ら
依
頼
の
各
調
査
を
実
施
・
回
答
を
お
こ
な
っ

て
い
た
。『
会
報
』
は
非
売
品
で
も
あ
り
、
読
者
も
在
郷
将
校
及
び
分
会
幹
部

以
上
を
対
象
者
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

体
裁
と
し
て
は
、
最
初
に
天
皇
に
よ
る
「
勅
語
」「
御
沙
汰
書
」
の
掲
載
が

あ
り
、
以
下
、
在
郷
軍
人
会
総
裁
及
び
会
長
の
「
令
示
」、
陸
海
軍
大
臣
の
「
訓

示
」、
第
二
師
団
長
の
「
訓
示
」
が
続
き
、
こ
れ
ら
定
型
の
訓
示
等
は
在
郷
軍 

人
会
支
部
『
会
報
』
に
お
い
て
共
通
の
記
事
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。 

 

各
支
部
事
の
特
色
は
以
下
の「
書
達
通
牒
」以
下
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
多
く
は
事
務
連
絡
的
連
絡
及
び
同
会
機
関
誌
の
『
戦
友
』
の
購
読
費
用

図2：第２師団管下各連隊除隊時諸調査

除

多

土

被

（9）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

帝国在郷軍人会若松支部『会報』大正四年各号より作成

隊時取寄金額 1,825 1,187 2,782 675 

額所持者数 282 185 557 207 

産購入額 1,289 333 253 1,435 

服調製額 2,737 813 1,114 2,400 

第６５連隊 第２９連隊 第４連隊 第３２連隊

（円） 
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未
払
い
に
対
す
る
督
促
、
町
村
各
分
会
の
予
算
決
算
の
執
行
や
資
産
の
管
理

に
つ
い
て
の
手
続
き
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
各
分
会
に

お
け
る
功
労
者
（
多
く
は
特
別
会
員
と
し
て
の
各
町
村
長
の
推
薦
、
金
品
等

の
寄
付
者
）
に
対
す
る
表
彰
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
在

郷
軍
人
会
各
支
部
へ
の
諸
連
絡
と
啓
蒙
を
促
す
内
容
が
多
い
。 

 

（
二
）
在
郷
軍
人
会
の
地
域
的
活
動
に
つ
い
て 

 

 

「
管
内
分
会
の
消
息
」
で
は
、
若
松
支
部
管
内
に
お
け
る
管
区
内
各
町
村

の
分
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
記
事
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下

の
よ
う
に
具
体
的
な
報
告
事
項
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
大
別
さ
れ
る
。 

（
A
）
葬
儀
及
び
儀
礼 

 

分
会
会
員
及
び
現
役
兵
の
葬
儀
等
は
、
町
村
各
分
会
に
お
け
る
重
要
な
儀

礼
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
以
下
は
第
一
次
大
戦
下
、
山
東
半
島
の
独
海
軍
封

鎖
戦
に
際
し
て
戦
死
し
た
海
軍
軍
人
の
葬
儀
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。 

 
 

◎
西
白
河
郡
川
崎
村(

8) 

 
 

客
年
十
月
十
八
日
清
国
大
公
島
付
近
ニ
於
テ
高
千
穂
艦
ト
共
ニ
名
誉
ノ

戦
死
ヲ
遂
ゲ
タ
ル
海
軍
二
等
機
関
兵
久
保
木
為
丸
氏
ノ
葬
儀
ヲ
去
ル
四
月

十
一
日
同
村
常
願
寺
ニ
於
テ
執
行
セ
リ
当
日
分
会
ハ
式
場
ノ
設
備
其
他
ニ

応
援
ス
ル
等
尚
弔
慰
金
並
ニ
弔
旗
ヲ
贈
呈
シ
会
旗
樹
立
ノ
下
ニ
一
般
会
葬

者
焼
香
拝
礼
シ
静
粛
ニ
散
会
セ
リ 

 

大
沼
郡
赤
沢
村
分
会(

9)

の
記
事
で
は
、
同
会
所
属
会
員
の
死
亡
に
つ
い
て
、

「
本
人
ハ
赤
貧
ニ
シ
テ
常
ニ
会
合
等
ニ
モ
欠
席
シ
会
費
等
モ
未
納
多
ク
分
会

ニ
対
ス
ル
義
務
ノ
励
行
不
十
分
ナ
リ
シ
モ
分
会
コ
レ
ヲ
厚
ク
遇
シ
」
と
会
費

未
納
者
で
あ
っ
た
会
員
に
対
し
て
、
そ
の
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
旨
を
報
告
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
「
親
戚
ハ
申
ス
ニ
及
ハ
ス
地
方
人
会
員
大
ニ
感

動
」
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。 

（
B
）
共
同
作
業 

 

村
落
内
に
お
け
る
道
普
請
や
堰
堤
の
土
木
工
事
・
維
持
管
理
は
、
近
世
以

来
の
若
者
組
や
若
連
中(

10)

と
い
わ
れ
る
若
者
集
団
を
継
承
し
た
青
年
会
・
青

年
団
が
担
当
し
て
き
た
。
村
落
内
年
齢
集
団
に
お
け
る
階
梯
は
、
福
島
県
域

で
も
地
域
に
よ
り
異
な
る
が
子
供
組
・
青
年
会
・
中
堅
会
・
戸
主
会
と
い
っ

た
も
の
が
一
般
的
な
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
在
郷
軍
人
会
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
り
青
年
会
と
中
堅
会
の
間
に
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た(

11)

。
そ
の
中

で
村
落
内
の
共
同
作
業
と
い
っ
た
地
域
内
に
お
け
る
民
俗
的
な
慣
行
等
の
延

長
上
で
、
あ
る
程
度
、
在
郷
軍
人
会
の
活
動
も
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
他
に
も
各
分
会
保
有
財
産
で
あ
る
田
畑
や
山
林
等
の
維
持
管

理
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。 

 

◎
河
沼
郡
若
宮
村(

12) 

   

六
月
十
二
日
道
路
開
削
ニ
従
事
セ
リ
其
景
況
左
ノ
如
シ 

  

一
、
実
施
日
数 

一
日
間 

 
二
、
従
事
人
員
五
十
三
名
（
総
員
六
十
六
名
） 

  
三
、
従
事
セ
シ
間
数 

巾
九
尺
長
二
十
五
間 

  

四
、
当
日
一
人
ノ
賃
金
八
銭
ニ
シ
テ
内
半
額
ハ
基
本
金
ニ
組
入
ル 

 

五
、
当
日
ハ
雨
天
ニ
拘
ハ
ラ
ス
多
数
ノ
出
場
ヲ
見
最
モ
快
活
ニ
従
事
シ
修

了
記
念
ト
シ
テ
全
景
ヲ
撮
影
ス 
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（
C
）
扶
助
活
動 

 
各
分
会
に
お
け
る
町
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
活
動
と
し
て
は
、
会
員
中
の
生
活

困
窮
者
等
へ
の
扶
助
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
大
沼
郡
大
葦
村
分
会
」(

13)

の
消
息

で
は
、
現
役
兵
と
し
て
入
営
中
の
家
族
に
対
し
て
「
同
村
分
会
第
一
班
ハ
休

日
ヲ
利
用
シ
労
働
ヲ
ナ
シ
」
と
同
家
族
の
農
作
業
を
代
行
し
て
お
り
、
ま
た

遺
族
・
寡
婦
へ
の
表
彰
、
忠
魂
碑
、
記
念
木
の
植
樹
な
ど
微
視
的
な
働
き
か

け
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
分
会
活
動
の

例
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。 

 

◎
田
村
郡
谷
田
川
分
会(

14) 

 

会
員
力
丸
助
吉
疾
病
ノ
為
家
計
貧
困
ニ
シ
テ
医
薬
ノ
資
ニ
窮
セ
ル
ヲ
以
テ

十
一
月
六
日
会
員
各
自
ヨ
リ
醵
出
シ
金
五
圓
ヲ
見
舞
金
ト
シ
テ
贈
リ
之
ヲ
慰

藉
セ
リ 

（
D
）
壮
丁
教
育
に
つ
い
て 

 

徴
兵
検
査
合
格
者
に
対
す
る
予
備
教
育
も
町
村
分
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
い
た
。「
北
会
津
郡
荒
井
村
」
で
は
、
同
分
会
所
属
の
在
郷
軍
人
を
教
官
と

し
て
八
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
「
入
営
ノ
心
得
」「
軍
紀
風
紀

及
服
従
」
を
は
じ
め
と
し
て
「
各
兵
科
ノ
性
能
、
兵
語
」
に
到
る
、
壮
丁
を

対
象
と
し
た
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
予
備
教
育
の
一
環
と

し
て
簡
閲
点
呼
に
お
け
る
予
行
演
習
を
実
施
す
る
分
会
の
例
も
見
ら
れ
る
。 

 

ま
と
め
に
か
え
て 

  

在
郷
軍
人
会
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
佐
々
木
隆
爾
に
よ
る
研
究(

15)

。
ま

た
、
地
域
社
会
と
在
郷
軍
人
会
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
芳
井
研
一
の

研
究(

16)

が
あ
げ
ら
れ
る
。
芳
井
は
在
郷
軍
人
会
が
地
域
社
会
に
定
着
し
た
理

由
と
し
て
、
①
地
方
行
政
機
構
と
の
連
携
。
②
地
域
社
会
団
体
と
し
て
地
域

社
会
の
め
ざ
す
方
向
が
一
致
し
た
。
③
「
忠
孝
一
致
」「
愛
国
心
」
の
鼓
吹
、

の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
在
郷
軍
人
会
設
立
の
背
景
に
は
、「
良
民
良
兵
」

的
観
点
に
基
づ
く
、
国
民
の
啓
蒙
及
び
軍
事
化
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
大
き
な
目
的
は
、
日
露
戦
の
経
験
に
基
づ
く
戦
時
動
員
兵
力
と
し
て
予

備
役
等
の
在
郷
軍
人
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
国
民
統
合
の
た

め
の
「
装
置
」
と
し
て
の
機
能
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

本
稿
で
は
、
在
郷
軍
人
会
支
部
に
よ
る
『
会
報
』
を
視
座
と
し
て
、
各
町

村
の
在
郷
軍
人
分
会
及
び
地
域
の
徴
兵
受
験
者
・
壮
丁
の
実
情
に
つ
い
て
、

そ
の
一
端
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
大
正
初
期
に
お
け
る
第
六
十
五
連
隊

管
下
に
お
い
て
は
、
在
郷
軍
人
・
壮
丁
の
戦
時
に
お
け
る
資
質
と
、
そ
の
状

況
は
資
料
が
示
す
よ
う
に
軍
部
及
び
在
郷
軍
人
会
首
脳
の
望
む
水
準
に
は
達

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
に
お
け
る
対
応

は
、「
揖
斐
ノ
情
」
と
い
っ
た
観
念
的
な
も
の
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

 

在
郷
軍
人
会
の
末
端
で
あ
る
各
分
会
で
の
実
際
の
活
動
は
、
昭
和
期
以
降

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
要
求
を
前
面
に
出
し
た
も

の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
同
作
業
や
扶
助
活
動
な
ど
が
中
心
を

な
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
地
域
的
慣
行
と
の
同
一
線
上
に
理
解
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
農
村
部
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
に
お
い
て
徴
兵
は
、

「
一
人
前
」
の
男
子
と
し
て
の
通
過
儀
礼
的
な
期
間
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と

同
時
に
、
兵
営
内
に
お
け
る
私
的
制
裁
や
失
職
・
各
種
差
別
な
ど
の
た
め
嫌
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悪
す
べ
き
事
象
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
相
克
的
状
況
に
お
い
て
、
在
郷

軍
人
会
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
大
字
を
単
位
と
し
た
微
視
的
レ
ヴ
ェ
ル
で

の
軍
事
化
を
促
進
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
を
重
層
的
に
把

握
す
る
た
め
に
、
被
徴
兵
者
を
含
む
在
郷
軍
人
の
手
記
な
ど
を
中
心
と
し
た

モ
ノ
グ
ラ
フ
的
資
料
等
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 < 

注 > 

 

（
1
） 

会
津
若
松
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
会
津
若
松
議
会
史 

記
述
編
Ⅰ
』（
会
津

若
松
市
一
九
九
八
）
三
八
九
〜
三
九
〇
頁
。 

（
2
） 

正
会
員
は
将
校
以
下
、
下
士
卒
。
名
誉
会
員
は
管
区
の
将
官
・
部
隊
指
揮

官
等
。
特
別
会
員
は
県
知
事
・
郡
長
・
町
村
長
が
推
薦
を
受
け
た
。 

（
3
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
『
会
報
』
第
五
号
（
一
九
一
五
）
一
三
頁
。 

（
4
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
『
会
報
』
第
六
号
（
一
九
一
五
）
二
六
頁
。 

（
5
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
「
徴
兵
検
査
所
所
感
ノ
一
班
」『
会
報
』
第

五
号
（
一
九
一
五
）
三
〜
八
頁
。 

（
6
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
「
徴
兵
検
査
所
所
感
ノ
一
班
」『
会
報
』
第

五
号
（
一
九
一
五
） 

（
7
） 

『
会
報
』（
帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
一
九
一
五
） 

（
8
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
『
会
報
』
第
五
号
（
一
九
一
五
）
三
三
頁
。 

（
9
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
「
大
沼
郡
赤
沢
村
分
会
臨
時
報
告
十
一
件

中
抜
粋
」『
会
報
』
第
九
号
（
一
九
一
五
）
三
六
頁
。 

（
10
） 

岩
田
重
則
『
ム
ラ
の
若
者
・
く
に
の
若
者
』
一
九
九
六 

未
来
社
）
九
〜
一

三
頁
。 

（
11
） 

猪
巻
「
日
露
戦
争
前
後
に
お
け
る
青
年
会
活
動
に
つ
い
て
」（『
福
島
県
立

博
物
館
紀
要
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
二
）。 

（
12
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
『
会
報
』
第
六
号
（
一
九
一
五
）
三
五
頁
。 

（
13
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
『
会
報
』
第
十
二
号
（
一
九
一
七
）
一
七

頁
。 

（
14
） 

帝
国
在
郷
軍
人
会
若
松
支
部
編
『
会
報
』
第
十
二
号
（
一
九
一
七
）
二
三

頁
。 

（
15
） 

佐
々
木
隆
爾
「
日
本
軍
国
主
義
の
社
会
的
基
盤
の
形
成
」『
日
本
史
研
究
』

（
第
六
八
号
、
一
九
六
三
）。 

（
16
） 

芳
井
研
一
「
在
郷
軍
人
会
の
成
立
と
地
域
社
会
―
新
潟
県
下
の
動
向
を
通

し
て
―
」（『
新
潟
史
学
』
第
一
九
号
、
一
九
八
六
）。 

 

主
指
導
教
員
（
芳
井
研
一
教
授
）、
副
指
導
教
員
（
矢
田
俊
文
教
授
・
藤
井
隆
至
教
授
） 
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